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要  旨 
これからの知識基盤社会では、幅広い知識と柔軟な思考力に基づく、新しい知や価値を創造する能力が重要で

あるとされている。このような社会を生きる子どもたちには、自ら課題を発見し解決する力やコミュニケーショ
ン能力、物事を多様な観点から考察する力などが求められており、技術科教育においても技術的課題解決力と協
同的な技術活動力を育成する具体的な取組が期待されている。本研究では、これらの能力を高める技術科教育で
の協同学習について検討することを目的として、個々の学習者を重視した協同学習での学習指導法の１つである、
ジグソー学習をロボット製作合宿に取り入れ、実践し、アンケート調査を基にその有効性を検証する。 

 

 

 

1．はじめに 
現在、私たちを取り巻く社会はあらゆる面で大きく

変化しており、知識が社会・経済の発展の源泉となる
知識基盤社会が本格的に到来しようとしている。これ
までの社会では、大量生産・流通・消費などのニーズ
に対応するために、与えられた情報をできるだけ多く
短期間に理解し、再生し、反復することが期待されて
いた。しかし、競争と技術革新が絶え間なく起こる知
識基盤社会では、幅広い知識と柔軟な思考力に基づく、
新しい知や価値を創造する能力が求められている。ま
た、グローバル化の進展により、人材をめぐる国際競
争が加速するとともに、異なる文化との共存や国際協
力の必要性が増大している。以上のことから、これか
らの社会を生きる子どもたちには、自ら課題を発見
し解決する力やコミュニケーション能力、物事を多
様な観点から考察する力（クリティカル・シンキン
グ）、様々な情報を取捨選択できる力などが求められ
ると考える。 

このような社会の構造的変化の中、次代を担う子ども
たちの生きる力を育むことは、より一層重要となってい
る 1)。このことを受け、「21 世紀の技術教育（改訂）」

では、普通教育としての技術教育の目的は、技術的な
活動を行うための思考力・実践力とともに、その価値
判断の基盤となる技術を公正に評価する能力を備えた
人格の形成にあるとしている。さらに、技術的課題解
決力と協同（協働）的な技術活動力を育成する具体的
な取組が今後重要になるとしている 2)。このことに関
しては、2008 年に告示された中学校学習指導要領解説
技術・家庭編において、ものづくりなどにおける他者
とのかかわりの中で、創造・工夫する力や表現力、知
的財産を尊重し創造・活用できる態度など、協同的課
題解決力の育成が重視されている。具体的には、生活
における課題を解決するために言葉や図表、概念など
を用いて考えたり、説明したりするなどの言語活動の
充実が求められている 3)。 

一方、子どもたちの現状として、平成 22 年度全国学
力・学習状況調査によると、基礎的・基本的な知識・
技能は概ね身についているものの、知識・技能を活用
し課題を解決する力が不足しているとされている 4)。
このことから、子どもたちが協力して課題に取り組み、
お互いの学習を支え合い高め合う協同学習が重要視さ
れている。ここでの協同学習とは、学習者を小集団に
分け、その集団内の互恵的な相互依存関係を基に、協
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同的な学習活動を生起させる技法である。このことに
より、課題解決力やコミュニケーション力、認知的共
感性などが高まるとされている 5)。技術科教育におい
ては、ものづくりや製作活動が授業の大半を占めてお
り、話し合いや課題解決など、協同して学習する場面
が多いと考える。このことを受け、これまでの研究 6)

では、個々の共感を高めることで、グループ活動での意
見交換を活性化する協同学習について検討した。その結
果、相手のことを考えて行動することで共感する力が育
まれ、子どもたちの意見交換が活性化するなどの成果は
得られたものの、活動での個々の主体性や能力の育成に
課題があることが示された。そこで、本研究では個々の
学習者を重視した協同学習での学習指導法の 1 つであ
る、ジグソー学習の有効性を検討することとする。 

 

2．研究の方法 
本研究では、まずロボット製作合宿においてジグソー

学習を取り入れた実践を構築する。次に、合宿に参加
した小・中学生を対象にこの実践を行い、アンケート
調査を実施する。最後に、この調査の結果を基に、そ
の有効性について、主に技術科教育における課題解決
力を育成する観点から検討する。 

 

3．ジグソー学習について 
ジグソー学習とは、1978 年にアロンソンらが子ども

同士の人種間の緊張を解きほぐし、協同的な学びを実
現するために考案した協同学習の 1 つである 7)。ジグ
ソー学習の利点として、「生徒の主体性の向上」や「学
習に対する責任感の向上」、「コミュニケーション技能
の向上」などが挙げられている 8)。一方、欠点として
は、「時間的負担が大きい」や「欠席者がいると活動効
率が悪くなる」などが挙げられている 9)。ジグソー学
習には、基本型ジグソー学習や課題解決型ジグソー学
習など様々な種類があり、教科や目的により型は異な
る。ここで、基本型ジグソー学習の概念図を、図 1 に
示し、以下に解説する 10)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的なジグソー学習の手順は、まず初めにもとと
なる母集合（ジグソーグループ）をつくり、グループ
内で課題を分担する。次に、同じ課題を調査する者同
士のグループ（課題別グループ）に編成し話し合う。
最後に、ジグソーグループへ戻り情報を共有する。以
上のようにして協同的な学びを行っていく。 

 

4．ロボット製作合宿でのジグソー学習を取
り入れた実践の構築 
本研究が対象とするロボット製作合宿は、2014 年 8

月 20 日（水）から 23 日（土）に 3 泊 4 日で実施され
たロボット製作教室である。ここでの 4 日間の日程を、
表 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジグソー学習は、回を重ねるごとに活動の進行がス
ムーズになるとされている 11)ことから、ロボット製作
合宿において、ジグソー学習を取り入れた実践を計 3

回行う。1 回目は、参加者が初めてジグソー学習に取
り組むことから、遊びの中で楽しく自然にジグソー学
習の手順を理解できるように、1 日目の《レクリエー
ション》で実施する。2 回目は、参加者がジグソー学
習の手順に慣れるとともに、技術に関する知識・技能
について学習できるように、1 日目の《工具の説明》で
実施する。3 回目は、参加者が発展的なジグソー学習を
通して、ロボット製作に関わるそれぞれの課題を解決で
きるように、3 日目の《課題解決の場》で実施する。 図 1 基本型ジグソー学習の概念図 

８月２０日（水） ８月２１日（木） ８月２２日（金） ８月２３（土）
時間 内容 内容 内容 内容
6:30 起床 起床 起床
7:00 驚き・発見ゲーム 驚き・発見ゲーム 部屋の片付け

朝食 朝食
8:00

近鉄四日市駅発 朝食
9:00 ギアの説明

受付
10:00 入所式・開会式

アイスブレイク 合宿の足跡記入
11:00 レクリエーション 後片付け

昼食
12:00 昼食 昼食 昼食 退所式

話し合いの仕方の説明 ララスクエア移動
13:00 アイデア発表 準備

計画立て
14:00 はんだづけ説明

コントローラー作り
15:00

閉会式
16:00 解散・後片付け

17:00 夕食

18:00

19:00

20:00

21:00 合宿の足跡説明
21:30 合宿の足跡記入 合宿の足跡記入 合宿の足跡記入

健康チェック 健康チェック 健康チェック
22:00 就寝 就寝 就寝

合宿の足跡発表

夕食

グループ活動

入浴・自由時間

グループ活動

グループ活動

グループ活動

入浴・自由時間

夕食

グループ活動

入浴・自由時間

グループ活動
工具の説明

成果発表会

講演会

グループ活動
課題解決の場

グループ活動グループ活動

表１ ロボット製作合宿の日程 

（1）ジグソーグループの形成

（2）課題別グループ

（3）元のジグソー
　　 グループへ戻る
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4.1 《レクリエーション》にジグソー学習を取り入れ
た実践 
《レクリエーション》では、ロボット製作合宿の参加

者が初めてジグソー学習に取り組むことから、ジグソー
学習の手順を理解することを目的として実践する。内容
として、各班で異なる絵パズルを完成させ、他の班と
共有し、共通する言葉を探す取組である。具体的な取
組の手順を以下に示す。  

① ルール説明を理解する。 

参加者は 6～8 名のジグソーグループを 6 班つくる。
なお、参加者の活動支援として、各班に学生が 1 人加
わる（これ以降に示すジグソー学習を取り入れた実践
でも同様。）。次に、学生が参加者に絵パズルのルール
の説明をする。 

② 絵パズルゲームを行う。 

各班それぞれ異なった絵パズルに挑戦する。絵パズル
は、パチンコ、エアーガン、ピッチングマシン、ペット
ボトルロケット、飛行機、スマートボールの 6 つである。
班で協力して、絵パズルを完成させる。 

③ 発表係と取材係を確認し、移動する。 

班内で、完成した絵パズルを発表する係（以下、発
表係とする。）と他の班の発表を取材する係（以下、取
材係とする。）に分かれる。なお、発表係は 1 人または
2 人とする。次に、発表係は自分の班に残り、取材係
は指定された班へ移動する。 

④ 発表係は、取材係の質問に答える。 

取材係は、絵パズルゲームに書かれているものを知
るために、発表係に質問をする（例：「使ったことがあ
りますか？」、「どのくらいの大きさですか？」など）。
発表係は、取材係の質問に対して答える。 

⑤ 取材係は、班に戻る。 

取材係は自分の班に戻り、得た情報を班員に伝え、6

つの絵から共通する言葉を探す。 

⑥ 全体に共有する。 

最後に、6 つの絵から共通する言葉をホワイトボー
ドに記入する。発表係は、全員の前で発表し、答え合
わせを行う。 

 

4.2 《工具の説明》にジグソー学習を取り入れた実践 
《工具の説明》では、参加者が 2 回目のジグソー学

習に取り組むことから、ジグソー学習の手順に慣れる
ことを目的として実施する。内容として、各班で、異
なる工具を学び、他の班と共有し、すべての工具の特
徴と使い方を理解する取組である。具体的な取組の手
順を以下に示す。  

① 工具の説明を聞く。 

6～8 名のジグソーグループを 6 班つくる。次に、各
班でカッター、ドライバ、ラジオペンチ、ニッパ、ワ

イヤーカッター、ホットボンドの 6 つの工具のうち、
それぞれ違う 1 つの工具を学生が説明する。その際、
学習プリント（資料 1）に記入しながら学習する。 

② 発表係と取材係を確認し、移動する。 

班内で、学習した工具を発表する（以下、発表係と
する。）と他の班の発表を取材する係（以下、取材係と
する。）に分かれる。なお、発表係は 1 人または 2 人と
する。次に、発表係は、自分の班に残り、取材係は指
定された班へ移動する。 

③ 発表係は、学習プリントを用いて説明する。 

学生は、自分の班に来た取材係に学習プリントを配
る。発表係は学習した工具を取材係に発表し、取材係
は他の班の発表を取材し、学習プリントに記入する。 

④ 班に戻る。 

最後に、取材係は自分の班へ戻り、取材したことを
班員に報告し情報を共有する。取材係全員が報告する
ことで、6 つの工具を学習することができる。 

 

4.3 《課題解決の場》にジグソー学習を取り入れた実践 
《課題解決の場》では、参加者が 3 回目のジグソー

学習に取り組むことから、ジグソー学習の発展的な活
動に取り組むことを目的として実施する。内容として、
各班のロボットを紹介し、課題点を共有し解決策を出
し合う取組である。具体的な取組の手順を以下に示す。  

① ロボット紹介シート（資料 2）に記入する。 

まず、6～8 名のジグソーグループを 6 班つくる。学
生は、ロボット紹介シートを各班に 2 枚配る（1 台に
つき 1 枚）。参加者は、自分たちが作っているロボット
の工夫点・課題点をロボット紹介シートに記入する。
さらに、工夫点・課題点を付箋紙に記入し、ロボット
に貼る（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 発表係と取材係を確認し、移動する。 

班内で、自分たちのロボットについて説明する係（以
下、発表係とする。）と他の班の発表を取材する係（以

図 2 付箋紙が貼られたロボットの一例 
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下、取材係とする。）に分かれる。なお、発表係は 1

人または 2 人とする。次に、発表係は自分の班に残り、
取材係は指定された班へ移動する。 

③ 発表係はロボット紹介シートを用いて、説明する。 

発表係は、取材係にロボット紹介シートを用いて自
分たちのロボットを説明し、取材係は発表係の説明を
聞いて記録をとったり、質問をしたりする。 

④ 班に戻る。 

最後に、取材係は自分の班へ戻り、取材したことを
班員に報告し情報を共有する。発表係は、他の取材係
からの質問の内容について共有する。他の班と情報を
共有することで、自分たちの課題の解決策を見出すこ
とができると考える。 

 

5．ロボット製作におけるジグソー学習の有
効性の検証 

5.1 検証の方法 
ロボット製作合宿におけるジグソー学習の有効性

を検証するために、ロボット製作合宿に参加した三
重県内の小学 5・6 年生 6 名と中学生 33 名の計 39 名
を対象に、2 種類のアンケート調査を行う。1 つはジ
グソー学習の効果について検証するためのもので、
質問用紙（資料 3）を用いて実施する。調査時期は、
ジグソー学習を取り入れた《レクリエーション》と《工
具の説明》、《課題解決の場》の活動終了後の計 3 回に
実施する。質問項目として、協同学習で高まることが
期待される【興味・関心】・【積極性】・【手順理解】・【協
調性】・【使命感】・【責任感】の 6 つについて 4 件法で
回答を求める。さらに、ジグソー学習に取り組む参加
者の意識について自由記述で回答を求める。 

もう 1 つのアンケート調査は、課題解決力の育成状
況を把握するためのもので、中島ら 12) が作成した質問
用紙（資料 4）を用いて実施する。質問項目として、
技術科教育における課題解決力の構成要素である【自主
性】・【向上心】・【好奇心】・【想像力】・【判断力】・【分析
力】・【計画力】・【情報収集力】・【教材・教具の操作】
の 9 つについて 4 件法で回答を求める。調査時期は、
ロボット製作合宿の事前・事後に行う。なお、事後に
ついては日程の都合上、合宿終了後に郵送にて回収す
る。 

 

5.2 調査結果の検討 
ジグソー学習に関するアンケート調査結果を、図 3

に示す。なお、ここではよくあてはまるを 4 点、まあ
まああてはまるを3点、あまりあてはまらないを2点、
全くあてはまらないを 1 点として数値化し、その平均
値を得点としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協同学習で高まることが期待される全ての項目で 3

を超える高い得点を示している。このことから、ジグ
ソー学習を取り入れたことにより、協同学習で期待さ
れた学習効果が有ったものと考えられる。特に、【積極
性】はジグソー学習の取組の回数を重ねる毎に増加す
る傾向が示された。一方、その他の項目に関しては《工
具の説明》で増加し、《課題解決の場》で減少している。 

その要因を明らかにするために、自由記述での回答
について検討する。その結果、参加者の自由記述には
「自分たちのロボットに課題がいくつもあった。」、「課
題の解決に近づこうとがんばった。」、「課題の解決では
なく、課題が見つかった。」などの記述が見られた。こ
れらのことから、《課題解決の場》において、課題は明
確になったが、解決策は見出すことができなかった参
加者が大半であったことが窺える。このことにより、
最終的には自分がグループの一員としての役割を果た
せなかったと感じたことが、《課題解決の場》で減少し
た要因の 1 つではないかと考える。 

次に、技術科教育における課題解決力の育成に関す
るアンケート調査の結果を、図 4 に示す。なお、ここ
での平均得点の算出方法は先に示したアンケート調査
と同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効回答者数は 36 名で、事前の平均得点（3.30）よ
りも事後のもの（3.52）が増加し、1％水準で有意な値

図 3 ジグソー学習の効果に関するアンケート調査結果 

図 4 技術科教育における課題解決力の育成に関する
アンケート調査の結果（全体） 
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の増加がみられた（t (35)＝2.9, p<.01）。このことから、
ロボット製作合宿において概ね参加者に技術科教育に
おける課題解決力を育成することができたと考える。
さらに、課題解決力について詳細に検討するために、
課題解決力の構成要素（9 項目）における平均得点の
推移を、図 5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報収集力】を除く全ての構成要素において、事
前の平均得点よりも事後のものが増加している。中
でも、【判断力】（t (35)＝3.2, p<.01）と【分析力】（t (35)

＝3.2, p<.01）、【教材・教具の操作】（t (35)＝3.7, p<.01）
においては 1％水準で有意な値の増加が、【計画力】
（t (35)＝2.3, p<.05）においては 5％水準で有意な値
の増加が確認できた。なお、その他の構成要素につ
いては、有意差は認められなかった。 

これらの要因を明らかにするために各ジグソー学習
における自由記述での回答について検討する。≪課題
解決の場≫において、「質問をたくさんして、取り入れ
たアイディアを探した。」、「ちょっとでも違うアイディ
アを取り入れた。」などの記述から、自分たちのロボッ
トにアイディアを取り入れるかを判断しながら取り組
んでいることが窺える。さらに、「自分たちのロボット
に課題がいくつもある。」、「どうやって自分たちのロ
ボットに活かすかを考えた。」などから、自分たちの
ロボットを分析し、課題点を見つけることができた
のではないかと考える。 

≪工具の説明≫において、「安全に使用することを心
がけた。」、「工具の使い方や安全面を心がけて取り組ん
だ。」など、工具の使い方や安全面を心がけて取り組ん
でいる様子が窺える。これらのことから、≪工具の説
明≫や≪課題解決の場≫を通して、【判断力】と【分析
力】、【教材・教具の操作】が増加したのではないかと
考える。一方、事後に減少した【情報収集力】につい
てさらに検討するために、発達段階ごとに集計結果を、
図 6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生と中学 3 年生において減少していることが示
された。このことから、小学生にはロボット製作の内
容が難しく、中学 3 年生には既習内容が多くあったこ
とがその要因ではないかと考える。今後、ロボット製
作において、さらに新たな発見や気づきを促す支援や
工夫などが必要であると考える。 

 

6．おわりに 
本研究では、技術科教育におけるジグソー学習の有

効性を検討することを目的として、ロボット製作合宿
にジグソー学習を取り入れ、この参加者にアンケート
調査を行い、その有効性を検証した。その結果、ジグ
ソー学習を取り入れることにより、協同学習で期待さ
れる学習効果が有ったことが分かった。さらに、参加
者の大半において技術科教育における課題解決力が育
成されていることが明らかとなった。中でも、課題解
決力の構成要素である【判断力】や【分析力】、【教材・
教具の操作】が育成されることが分かった。その他に
も、技術科教育でのジグソー学習に関する数余の基礎
的知見を得ることができた。 

今後の課題として、中学校の授業時間数や授業の実
際、生徒の実態などを考慮し、より効果的なジグソー
学習を検討し、改善していくことと、構築した題材を
より良いものにするために、学校現場での授業を実践
し、その有効性を実証的に検討する事が挙げられる。 

 

付記 
本稿は平成 25 年度特別研究として中西が取り組ん

だものを、共同研究者である魚住がまとめ直したもの
である。 
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資料 1 《工具の説明》にジグソー学習を取り入れた実践での学習プリント 
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資料 3 ジグソー学習に関する質問用紙 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料4 技術科教育における課題解決力の育成に関する質問用紙 
 

 
  

 
「力を合わせた活動」による課題解決の場についてのアンケート 

 
                             名前：                  

＜アンケートのお願い＞   

 力を合わせた活動（以下,グループ活動とする）を振り返り，率直に回答して下さい。 

アンケートへご協力お願いします。 

 

１．以下の判断基準で，自分にもっとも当てはまるものに○印を付けてください。 

（Ａ：よくあてはまる,  Ｂ：だいたいあてはまる,  Ｃ：あまりあてはまらない,   

Ｄ：全くあてはまらない） 

 
① このグループ活動に楽しく取り組むことができた。      Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

② このグループ活動に積極的に参加することができた。     Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

③ このグループ活動の手順を理解することができた。      Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

④ このグループ活動にみんなで協力して取り組むことができた。 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

⑤ このグループ活動では自分なりに役割を果たすことができた。 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

⑥ このグループ活動で自分はグループの一員であると思えた。  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

２．このグループ活動を通して，どのようなことを心がけましたか。具体的に分かりやすく 

説明して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
グループ活動についてのアンケート 

  
                                   名前：                  

＜アンケートのお願い＞   

 「Jr.ロボコン 2014 in 三重」に参加していただきありがとうございます。このアンケートは,学校
の授業などでのグループ活動（以下,グループ活動とする）をより良いものにするためのものです。
これまでのグループ活動を振り返り，率直に回答して下さい。アンケートへご協力お願いします。 

 
グループ活動での自分に,最もよく当てはまるものに○印を付けて下さい． 

（Ａ：よくあてはまる,  Ｂ：だいたいあてはまる,  Ｃ：あまりあてはまらない,   

Ｄ：全くあてはまらない） 

 
① 自分の考えを持って進んで取り組んでいる。           Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   
 
② 自分の納得できる結果が得られるまで，できる限りのことをしている。 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
  

③ 意外なこと，興味深いこと，追求してみたいことを強く思うことがある。 
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

 
④ 問題を解決するために，良いアイディアをたくさん考え出すことができる。 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  
 

⑤ 自分なりにきちんとした判断を行い，納得できる学習をすることができる。 
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

 
⑥ 問題点について，自分なりにはっきりとらえることができる。   Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   

 
⑦ 自分なりに見通しを持って，進んで取り組むことができる。    Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   
 
⑧ 学習の目的に合わせて，必要な情報を自分で集めることができる。 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   

 
⑨ 工具や道具を適切に使って，正確な作業ができる。        Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 




